
≪発表のテーマ≫ 
給与明細の電子化

昨年度に引き続き、庁内で各課１件以上の業務改善事例を募集した
ところ、昨年を上回る３７の提案がありました。

今年度は、職員一人一人が自分事として業務改善と向き合うように、
一次選定として全職員による投票で候補を絞り、二次選定として職員
発表会を実施しました。

これからも様々な手法で庁内の改善意識高揚を働きかけ、改善を続
けます！

＜発表概要or今年の取組みの特徴＞

出水市
【人 口】 ５１，８４６人（R5.12.1現在）
【面 積】 ３２９．９８平方キロメートル
【職員数】 ９３０人（R5.4.1現在）

＜メッセージ・意気込み＞

＜改善運動の特色やアピールポイントなど＞

人事異動で担当業務が変わった際に
非効率さや改善点に気付き、コストを
かけずに改善につなげた事例です。

改善に対する熱い思いを全国の仲間
と共有してきてください。

これまで給与明細は、データ作成、専用紙に印刷、封入、仕分け、
直接配布や投函、郵送といった手順で作成・交付を行ってきました。

事務効率の向上のため、ＤＸ推進課と協力しAccessでシステムを
内製、紙による交付から電子交付へ変更することで、配布する側だけ
でなく、受取側にもメリットのある改善を行いました。

システムを内製したことで、今後の更なる改善・展開も期待できま
す！

ＤＡＴＡ

出水市長 椎木伸一

出水のツル



部署名
鹿児島県出水市 政策経営部総務課

政策経営部DX推進課

タイトル 給与明細の電子化

改善前
【Before】

◯ 従来の交付方法は、

明細データ作成⇒専用紙に印刷⇒封入⇒仕分け⇒直接配布、投函、郵送

・時間がかかる！

・プリンターのトナー代が必要！

・給与明細専用の用紙代が必要！

・人的ミスによる誤配布や紛失の可能性もある！

⇒ 人的コスト、印刷コストが高い！



取組内容

〇 新たにシステムを内製し、紙による交付から電子交付に変更

・ どのような方法で電子交付するか、支給明細や二次控除のレイアウト

などを情報管理部門のDX推進課と協議し目指すイメージの共有を図りま

した。

・ 共有したイメージを実現するため、システム作成をＤＸ推進課に依頼、

Accessでシステムを内製しました。

・ １か月の試験運用の後、本格的に電子交付を開始しました。

・ 運用開始時には、グループウェアの掲示板に、操作マニュアルと併せ

周知しました。



取組内容

運用イメージ



取組内容

ログイン画面

トップページ

・職員番号とパスワードを
入力しログイン

・明細を確認したい月を選択



取組内容

運用画面

・いつでも確認できる！

・誤配布や紛失の
おそれがないから安心！



効果
【After】

（改善の成果
・取組の効果）

配布する側
○ 事務作業時間の短縮！

改善前：１日
改善後：３時間

○ 経費削減！
専用紙代 １４，０００円 ⇒ ０円！
トナー代 ３５，０００円 ⇒ ０円！

○ 人的ミスによる誤配布や紛失の可能性がない！

受け取る側
○ いつでも確認できる！
○ ＩＤとパスワードで管理し、個人情報保護が強化された！

★ ＤＸ推進課の協力のもと、システムを内製することで、
コストをかけずに効果的な改善ができた。

★ 内製のためアジャイルな修正等が効きやすく、
源泉徴収票など更なる展開も見込める。


